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The dinoflagellate ^ãóäççÇáåáìã=çÅÉää~íìã is a harmful parasite of cultured marine fishes, causing 

high mortalities at aquarium and aquaculture facilities.  Until now, there is no method for expulsion 

of parasitic trophonts and effective parasiticidal drugs for ^K= çÅÉää~íìã.  In the present study, the 

biological characters of ^K= çÅÉää~íìã cysts at low temperature treatment were investigated.  In 

addition, several parasiticidal treatment using drugs and antibiotics against ^K=çÅÉää~íìã cysts were 

tested.  The excysting rate of non-division cyst was markedly decreased by preservation at 4ºC for 2 

weeks.  The cell division of cyst was arrested by storage at 10 and 15ºC, however, these preserved 

cysts began dividing when water temperature was elevated to 25ºC, resulting in more than 80％ of 

excystment.  Both cell division of cysts and excystation of ^K=çÅÉää~íìã were completely inhibited by 

lasalocid and alcian blue at final concentrations of 1 mg/L and 30 mg/L, respectively.  To investigate 

parasiticidal effect of lasalocid against ^K= çÅÉää~íìã that infected tiger puffer, drug bath treatment 

using lasalocid was tested.  All fish in the control (non-treated) died after 7 days, while those treated 

for 8 h with lasalocid (3 mg/L) survived for 15 days, and no trophonts on the gills were detected. 
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アミルウージニウム症は，̀ Üêçã~äîÉçä~í~ 界，̂ äîÉçä~í~ 門，

aáåçòç~ 類に分類される渦鞭毛藻類の ^ãóäççÇáåáìã= çÅÉää~íìã

が引き起こす。1）^K=çÅÉää~íìã が魚の皮膚や鰭に寄生する場合，

致命的障害を伴うことはないが，鰓では寄生虫体数があまり

多くないときには上皮細胞の過形成が起こり，鰓薄板の肥厚，

癒着が各所に見られる。寄生虫体数が著しいときにはその上

皮細胞は広範囲に崩壊し，呼吸障害を起こし致命的となり，2）

発見が遅れると水槽の魚が全滅することもある。3）本種による

アミルウージニウム症は，これまでに閉鎖循環式の水族館で

多く見られていたことから，4）今後，循環式陸上養殖の現場で

も蔓延する可能性があるため，駆除や治療法の対策が重要と

なると考えられる。これまでに，本種に対する有効な駆除法

および治療法は確立されていないが，ポリエーテル系イオノ

フ ォ ア で あ る ラ サ ロ シ ド の ナ ト リ ウ ム 塩 を

3,N-methylglucamine 塩とした 3,N-methylglucamine ラサ

ロシドは，本種を駆除出来ることが報告されている。5）しかし，

3,N-methylglucamine ラサロシドは市販されておらず入手

困難であることから，有効な駆除方法になるとは考えにくい。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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そこで本研究では，通年において本症の治療試験等を実施

するために必要な ^K= çÅÉää~íìã の保存法およびラサロシドを

含む種々の薬剤に対する ^K=çÅÉää~íìã の感受性試験を行い，さ

らに実際に ^K= çÅÉää~íìã が感染しているトラフグを用いて駆

除試験を行った。 

 

【材料と方法】 

 

Amyloodinium ocellatum のシスト採取 

（有）峯養魚場より移送した ^K=çÅÉää~íìã に感染したトラフ

グ（体長 174mm）を MS-222 で深麻酔により安楽死させた後，

鰓を取り出した。この鰓をピンセットで摘み，人工海水

（Marin Art Hi，塩分 34，富田製薬社製）を入れた直径 85mm

滅菌プラスチックシャーレ中で振揺し，シストを採取した。

シストは，新しい人工海水（塩分 34）を入れた滅菌プラスチ

ックシャーレに移し，実験に用いるまで室温で保存した。 

 

Amyloodinium ocellatum の脱シストに要する時間の測定 

96穴マルチウェルプレートの 54 ウェルに滅菌濾過海水（塩

分 34）を 200μL ずつ入れ，これらにシストを 1個ずつ収容

した。倒立顕微鏡（Axio Observer, Carl Zeiss 社製）に取り

付けたデジタルカメラ（AxioCam, Carl Zeiss 社製）により

シストを検鏡し，収容したシストの直径を測定した。シスト

の直径サイズより 30～39，40～49，50～59，60～69，70～79，

80～82μm に区分し，各々について，25℃で培養した際の脱

シストに要する時間を計測した。シストの直径と脱シストに

要する時間との関係を調べるため，直線式を回帰させた。各

区間の脱シスト時間の比較には，分散分析（ANOVA）を行

い，分散が等しくないと判定された場合（p<0.05）には多重

比較検定（Tukey-Kramer test）を行った。 

 

Amyloodinium ocellatum シストの凍結保存の検討 

1.5mL 容マイクロチューブに滅菌濾過海水（塩分 34），

DMSO（和光純薬工業社製）を終濃度７％となるように調整

した滅菌濾過海水，グリセリン（関東化学社製）を終濃度 20％

となるように調整した滅菌濾過海水を各々700μL 入れ，^K=

çÅÉää~íìã シストをそれぞれ約 40個収容した。これらを－80℃

で 14日間保存した後，室温にて融解した。シストを滅菌濾過

海水が入ったガラスシャーレに移し，ゆっくり振盪した。シ

ャーレ内の滅菌濾過海水での振盪操作を 3 回繰り返してシス

トの洗浄を行った。滅菌濾過海水を１mL ずつ入れた 24穴マ

ルチウェルプレートに，洗浄したシストを１個ずつ収容し，

25℃の恒温器に移した。収容後７日間，脱シストによる仔虫

の出現の有無を１日１回観察した。 

 

Amyloodinium ocellatum シストの低温保存の検討 

滅菌濾過海水（塩分 34）を１mL ずつ入れた 48穴マルチウ

ェルプレートに未分裂のシストおよび２，４，８分裂したシ

ストを１個ずつ入れたプレートをそれぞれ３枚作成した。こ

れらシストの分裂状態が異なるプレートを１枚ずつ４，10，

15℃の恒温器（全暗）に収容した。４段階の分裂期と３段階

の温度処理の計 12 通りの組み合わせで調整したこれらのプ

レートを 14日間静置した後，25℃全暗の恒温器で５日間培養

し，脱シストの有無を調べた。以上の操作を３回繰り返した。

各実験区の脱シスト率の比較には，分散分析（ANOVA）を

行い，分散が等しくないと判定された場合（p<0.05）は多重

比較検定（Tukey-Kramer test）を行った。 

 

４℃の保存期間が Amyloodinium ocellatum シストの脱シス

トに与える影響 

滅菌濾過海水（塩分 34）が入ったシャーレ 33 個に，シス

トを 10個ずつ収容し，4℃の冷蔵庫に静置した。次に，2，4，

6，7，8，10，11，12，13，14，15 日後にそれぞれ 25℃の恒

温器に移した。その後，1 日 1 回の観察を 5 日間行い，脱シ

ストの有無を調べた。以上の操作を 3 回繰り返した。各実験

区の脱シスト率の比較には，分散分析（ANOVA）を行い，

分散が等しくないと判定された場合（p<0.05）は多重比較検

定（Tukey-Kramer test）を行った。 

 

薬剤および抗生物質が Amyloodinium ocellatum の脱シスト

に与える影響 

ポリエーテル系イオノフォアであるラサロシドを 15％含

有する家畜飼料添加物アバテック 150（以下ラサロシドと略

す，ラサロシドの終濃度 0.3，0.5，1，2，3mg/L，科研製薬

社製），フタロシアニン系色素であるアルシアンブルー（終

濃度 0.03，0.3，3，30mg/L）を濾過滅菌海水（塩分 34）に

て調整した。これらの溶液と対照区として濾過滅菌海水をそ

れぞれ 200μL ずつ 96 穴マルチウェルプレートの 10 ウェル

に加えた。各ウェルにシストを 1 個ずつ収容し，25℃で３日

間培養した。 

また，抗生物質であるテトラサイクリン（終濃度 24mg/L, 

ナカライテスク社製），クロラムフェニコール（終濃度

20mg/L, ナカライテスク社製），ニフルスチレン酸（終濃度

50mg/L, 上野製薬社製），ストレプトマイシン（終濃度

50mg/L, ナカライテスク社製），カナマイシン（終濃度

30mg/L, ナカライテスク社製），ナリジクス酸ナトリウム

（60mg/L, シグマ-アルドリッチ社製）の計６種類の溶液を

濾過滅菌海水にて調整した。これらも上記薬剤と同様にそれ

ぞれ 200μL ずつ 96 穴マルチウェルプレートの 10 ウェルに

加え，各ウェルにシストを１個ずつ収容し，25℃で５日間培

養した。 

薬剤および抗生物質の各実験区の培養終了時に検鏡し，１

個体以上の仔虫が確認された場合，脱シストと見なし，脱シ

スト率を算出した。これらのすべての試験は３回繰り返し行

った。対照区に対する各実験区の脱シスト率の比較には，分

散分析（ANOVA）を行い，分散が等しくないと判定された

場合（p<0.05）には多重比較検定（Dunnett test）を行った。 

 

Amyloodinium ocellatum 感染トラフグのラサロシド薬浴効

果の検討 

供試魚として（有）峯養魚場より移送した ^K=çÅÉää~íìã に感

染したトラフグ（体長 11.43±0.86cm）20 尾を，ラサロシド
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を終濃度３mg/L となるように添加した 200L の人工海水（塩

分 34）を入れた 200L容ポリカーボネート製水槽に収容した。

収容後，2，4，8，12，24 時間後に 4 尾（薬浴８時間後のみ

３尾）ずつ取り出して，各々を新鮮な 30L の人工海水（塩分

34）を入れた 30L容ポリカーボネート製水槽に移槽した。対

照として，^K=çÅÉää~íìã に感染したトラフグ４尾を新鮮な 30L

の人工海水を入れた 30L容ポリカーボネート製水槽に収容し，

未処理区とした。観察は 15日間，１日１回行い，魚の死亡の

有無を観察した。飼育期間中は無換水，無給餌とした。すべ

ての水槽の水温は 25℃に調整して飼育した。15日間の培養後，

生存したトラフグは MS-222 で深麻酔により安楽死させた後，

鰓を取り出して ^K=çÅÉää~íìã シストの有無を検鏡した。対照区

に対する各実験区について実験終了時の生残率の比較には，

Fisher の直接確率法（Fisher's exact probability test）を用

いた。また，飼育６日目から１日１回各実験区の海水を約

100mL採水し，よく撹拌した後，ガラスシャーレに入れ海水

中の仔虫の数を計数した。ただし，対照区では７日目に全個

体死亡したため，11日目から計数を中止した。 

【結 果】 

 

Amyloodinium ocellatum の脱シストに要する時間 

各区間の脱シストまでの時間は 30～39μm で 31.7±9.8時

間（n=3），40～49μm で 37.3±8.8時間（n=6），50～59μm

で39.6±7.2時間（n=14），60～69μmで40.6±6.2時間（n=14），

70～79μm で 40.4±6.4時間（n=13），80～82μm で 43時間

（n=4）となった（Fig.1）。各区間で脱シストまでの時間に差

は見られなかったが，シストの直径と脱シストまでの時間と

の間には，低いながらも正の相関が見られた（Fig.2；n=54, 

r=0.367, p<0.05）。 

 

Amyloodinium ocellatum シストの凍結保存 

凍結補助剤として用いられる DMSO およびグリセリンで

処理しても，－80℃で凍結融解後，シストの分裂および脱シ

ストは確認できなかった。 

 

Amyloodinium ocellatum シストの低温保存 

シストの分裂期毎に，低温処理が与える影響を検討した結

果，未分裂時の低温処理については 10℃（63.3±30.5％）と

15℃（80％）より 4℃（16.7±5.8％）が有意に低かった

（ANOVA, df=2, F=10.034, p=0.012；Tukey-Kramer test, 

p<0.05）。2 分裂時でも 10℃（100％）と 15℃（100％）より 4℃

処理（63.3±20.8％）が有意に低かった（ANOVA, df=2, 

F=9.308, p=0.015；Tukey-Kramer test, p<0.05）。さらに，4

分裂時でも，10℃（96.7±5.8％）と 15℃（90％）より 4℃処

Fig.２ Relationship between cyst size and excysting rate 

(n = 45). 

Fig.１ Relationship between cyst size and excysting rate 

^K= çÅÉää~íìã.  Bars indicate standard deviation. 

Each column and the numbers, shown on the 

column, indicate average of excysting rate and 

sample numbers, respectively. 

Fig.３ Number of cell division and excysting rate of ^K=

çÅÉää~íìã at different temperature. Each column 

and bar indicates average and standard deviation, 

respectively.  Different alphabet letters, show the 

upper column, indicate significant differences 

among conditions (a>b>c, Tukey-Kramer test, 

p<0.05, n=3). 
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理（46.7±20.8％）が有意に低かった（ANOVA, df=2, 

F=14.214, p<0.01；Tukey-Kramer test, p<0.05）。しかし，8

分裂状態では温度処理が脱シスト率に与える影響は検出され

なかった（Fig.3）。処理温度別に比較した場合，4℃処理では

未分裂のシスト（16.6±5.7％）が 2 分裂（63.3±20.8％）と 8

分裂（63.3±15.3％）のシストより脱シスト率が有意に低くな

る こ と が 分 かった （ ANOVA, df=3, F=5.127, p<0.01；

Tukey-Kramer test, p<0.05）。しかし，10, 15℃処理の脱シ

スト率については各分裂期の間で差は見られなかった

（Fig.3）。 

 

４℃の保存期間が Amyloodinium ocellatum シストの脱シス

トに与える影響 

低温（4℃）処理後 2日目の脱シスト率（80±17.3％）に比

べて処理後 10日目以降の脱シスト率（3.3±5.8～23.3±5.8％）

は有意に低くなった（ANOVA, df=10, F=8.308, p<0.0001；

Tukey-Kramer test, p<0.05）。脱シスト率は，15日目で最も

低い値（3.3±5.8％）となった（Fig.4）。 

薬剤および抗生物質が Amyloodinium ocellatum の脱シスト

に与える影響 

ラサロシド 0.5mg/L区の脱シスト率は 73.3±25.1％となり，

対照区に対して有意に低かった（ANOVA, df=6, F=73.895, 

p<0.0001； Dunnett test, p<0.05）。ラサロシド 1，2，3mg/L

区はシストの分裂は確認できたが，培養 3 日間で脱シスト率

は 0.0％であった。アルシアンブルーの処理では，30mg/L区

でシストの分裂は確認できたが，培養 3 日間で脱シスト率は

0.0％であった。他のアルシアンブルー３区（0.03，0.3，3mg/L）

の脱シスト率は 100.0％であった（Fig.5）。また，抗生物質を

用いた全実験区で脱シストが見られたが，ナリジクス酸ナト

リウム区では 5日目の脱シスト率が 96.6±5.7％となり，ニフ

ルスチレン酸区では 5 日目の脱シスト率が 90.0％となった

（Fig.5）。対照区と比較すると，ニフルスチレン酸区の脱シ

スト率は有意に低かった（Fig.6；ANOVA, df=6, F=9.000, 

p=0.0004；Dunnett test, p<0.05）。 

Amyloodinium ocellatum 感染トラフグのラサロシド薬浴効果 

対照区では 7日目で全個体が死亡し，2時間薬浴では 13日

目，4時間薬浴では 15日目に全個体が死亡した。8時間薬浴

では，実験最終日の生残率が 100％となり，対照区に比べて

有意に高かった （ n=1, Fisher's exact probability test, 

p<0.05）。12 時間薬浴では薬浴終了の時点で 4 尾とも弱って

おり，移槽後 24 時間以内に 75％が死亡したが，残りの 1 尾

Fig.４ Excysting rate of ^K=çÅÉää~íìã at 4ºC. Each column 

and bar indicates average and standard deviation, 

respectively.  Different alphabet letters, show the 

upper column, indicate significant differences 

among conditions (a>b>c>d, Tukey-Kramer test, 

p<0.05, n=3) 

Fig.５ Excysting rate of ^K= çÅÉää~íìã cyst treated with 

different concentration of lasalocid and alcian blue. 

Each column and bar indicates average and 

standard deviation, respectively.  Asterisks 

indicate statistically significant differences from 

control (Dunnett test, p<0.05, n=3). 

Fig.６ Excysting rate of ^K= çÅÉää~íìã cyst treated with 

different antibiotics.  Each column and bar 

indicates average and standard deviation, 

respectively.  Asterisk indicates statistically 

significant differences from control (Dunnett test, 

p<0.05, n=3). 



長崎大学水産学部研究報告 第91号 （2010） 9

は最終日まで生き残った。24時間薬浴を行うと移槽前に全個

体が死亡した（Fig.7）。8 および 12時間薬浴にて最後まで生

存した個体のトラフグの鰓を検鏡した結果，シストは全く検

出されなかった。 

海水中の仔虫の数は未処理，2 時間薬浴と 4 時間薬浴で増

加傾向にあったが，8時間薬浴と 12時間薬浴では他に実験区

に比べて増加することはなかった（Fig.8）。 

【考 察】 

 

アミルウージニウムによる魚病は水族館飼育の海水魚の寄

生虫病として古くから知られている。4）アミルウージニウムの

生活史は，魚に寄生する栄養体，魚から離れて分裂増殖する

シスト，シストから遊出した魚への寄生期である仔虫の 3 つ

からなる。2，6，7）栄養体は寄生により十分に成長した後，宿主

から離脱してシストとなる。また，魚体より取り出した鰓を

海水中で振揺することで，栄養体は容易に離脱することから，

栄養体が十分に成長する前にも物理的な刺激により離脱して

シストになることも報告されている。8）さらに，様々な大きさ

の栄養体からシストが生じること，１つのシストより最大で

256 個の仔虫が産生されるなど，2）シストの形成に関して多く

の知見がある。しかし，大きさの異なるシストの脱シストが

何によって誘導されているか明らかにされていない。そこで，

トラフグの鰓に感染しているシストを物理的に振るい落とし，

離脱したシストの大きさと脱シストまでの時間の関係を調べ

た。その結果，シストの直径，シストの分裂回数，仔虫が出

現するまでの時間は正比例することが明らかになった。この

ことより，脱シストの引き金は，栄養体が宿主から離脱した

後，シストがある一定の大きさまで分裂することが要因とな

り，脱シストが誘導されることを示唆している。 

^K=çÅÉää~íìã感染による魚病の発生は，初夏から秋の水温が

高い時期だけであり，低水温時（15～16℃）では終息するこ

とが報告されている。9，10，13）よって，年間を通じて治療や駆

除の試験研究を実施するために，̂ K=çÅÉää~íìã を確保すること

は困難である。横山と高見 7）は，この問題を解決するために

感染魚からの仔虫採取法，および病魚との同居による感染法

を見出し，水温を維持して感染魚を持続的に維持する方法を

確立している。しかし，この方法では他の病原生物が混入す

る可能性があることから，シストを長期間保存する技法の確

立が重要である。シストの保存方法について検討した結果，

通常用いられる凍結防御剤を用いて－80℃で保存する方法で

は，シストは分裂能，脱シスト能ともに失うことが分かった。

また，低温処理（4，10，15℃）では未分裂シストより分裂し

たシストの方が脱シスト能を失わず，温度も 4℃より 10，15℃

で高い脱シスト能を維持することを見出した。また，4℃で未

分裂のシストを処理すると日毎に脱シスト能が低下した。こ

のことより，本種のシストは少なくとも 2 分裂した状態で，

分裂能が低下する低温（15℃）で保持することで脱シスト能

を失わない可能性がある。本実験に用いた ^K= çÅÉää~íìã株は，

冬季の海水温が 14～20℃である 11）長崎沿岸海域（諫早市飯

盛町）で生息していると考えられる。冬季の海水温ではシス

トは分裂出来ないこと，毎年初夏から秋にかけて病魚が発生

していることから，シストの状態で脱シスト能を維持したま

ま底泥で休眠していることが示唆される。脱シスト能を維持

出来る温度とこの天然海域の冬季の水温は一致していること

から，本種シストは 15℃で保持することで脱シスト能を維持

したまま長期間保存可能であると推察される。今後，この温

度での長期保存試験を検討する必要がある。 

本種は増殖するために宿主を必要とし，仔虫のままで増殖

Fig.７ Survival rate of infected tiger puffer after 

lasalocid treatment.  Black circle, non-treated

(control).  White square, black triangle, white 

circle and black square indicate 2, 4, 8 and 12 h 

drug baths treatment period, respectively. 

Asterisk indicates statistically significant 

differences from control (Fisher‘s exact 

probability test, p<0.05). 

Fig.８ Number of dinospores during culture period. 

Black circle, the number of Dinospores (ind. /ml) 

on non-treatment culture tank (control).  White 

square, black triangle, white circle and black 

square indicate the number of dinospores (ind. 

/ml) on culture tanks of 2, 4, 8 and 12 h drug baths 

treated tiger puffer, respectively. 
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することは出来ない。アミルウージニウム症の発生を抑える

には，寄生・栄養体の成長・シストの分裂・脱シストからな

る ^K=çÅÉää~íìãの生活史のうち少なくともどこか 1カ所を阻害

することが重要である。そこで，シストが分裂を繰り返した

のち脱シストをすることに注目し，本種の駆除法を検討した。

温度による処理では，4℃環境下で脱シスト率が 3.3％まで下

がることが分かったが，脱シスト率を下げるためには 10日以

上静置する必要があり（Fig.5），低温処理は現実の駆除法と

して不適である。シストを薬剤処理した場合，ラサロシドと

アルシアンブルーが脱シストを強く抑制することが分かった。

さらに有効な処理濃度を詳細に検討した結果，ラサロシドで

は 1 mg/L以上，アルシアンブルーでは 30mg/L でそれぞれ

脱シストを防除できることが分かった。しかし，高濃度のア

ルシアンブルー（30mg/L）では魚類への毒性も強いと推察

されるため，養殖現場で使用することは困難である。本試験

で用いたラサロシドナトリウム塩は難水溶性化合物であり，

水生生物への使用には適していない。そこで，本化合物を

3,N-methylglucamine 塩 と す る こ と で 水溶性 と し ， ^K=

çÅÉää~íìãを駆除するのに有効な薬剤となることが報告されて

いる。5）本実験に用いたラサロシドは難溶性のまま用いたが，

水溶性の 3,N-methylglucamine ラサロシドと同様の抗 ^K=

çÅÉää~íìã作用を示したことより，特殊な塩化合物としなくて

も水生生物に使用できることが明らかになった。 

抗生物質は原核生物である細菌類に対して殺菌および静菌

的な作用を有しており，通常，細菌類に使用する。しかし，

真核生物でも細胞内のミトコンドリアの代謝系は原核生物に

近いため，抗生物質によりミトコンドリアの代謝系が阻害さ

れることがある。12）そこで，タンパク質や核酸の合成を阻害

する抗生物質がシストの分裂を阻害する可能性があるため，

タンパク質合成阻害作用を有する抗生物質であるテトラサイ

クリン，クロラムフェニコール，ニフルスチレン酸，ストレ

プトマイシン，およびカナマイシン，13）核酸合成阻害作用を

有するナリジクス酸ナトリウム 13）の脱シスト作用について検

討を行った。その結果，ニフルスチレン酸だけが弱いながら

も脱シスト作用を有していたが，アミルウージニウム症の対

策としては有効性に欠ける結果であった。 

本研究で用いた薬剤と抗生物質のなかで，ラサロシドのみ

が低濃度で脱シスト阻害作用を有していた。ラサロシドは脂

肪障壁を介して陽イオンを輸送する性質を有するイオン透過

担体抗生物質の一種で，生物の陽イオンの伝達を障害させる

ことにより細胞を破壊する作用を有する。14）よって，本薬剤

は全ての生物の細胞が標的となる。薬剤による駆除を行う場

合，宿主と寄生生物の感受性を示す薬剤有効濃度差が大きい

ほど，使用が容易である。そこで病魚を用いた薬浴による駆

除効果とトラフグへの影響を検討した。その結果，ラサロシ

ド 3mg/L による 8 時間の薬浴により，鰓からの栄養体の駆

除が可能であり，さらにシストの脱シスト能を失わせ二次感

染を防げることが分かった。しかし，8 時間より短い時間で

は鰓からの駆除が不十分，もしくは水槽内の仔虫数が増加し

ていることから，脱シスト阻害も十分でなく二次感染により

トラフグが死亡した。また 8 時間より長い薬浴では宿主に対

するラサロシドの毒性が強くなり，短時間でトラフグが死亡

した。今後，宿主に対する毒性を低減させ，かつ，寄生して

いる ^K= çÅÉää~íìã の脱シスト能を失わせるラサロシドの濃度

と薬浴時間を検討する必要がある。 

本研究で，シストの脱シストまでの時間，通年の治療試験

等を実施するためのシストの長期保存方法の基礎的知見が得

られた。また，これまでアミルウージニウム症の治療法は全

くなかったが，ラサロシドを用いた薬浴が非常に効果的であ

ることを明らかにした。今後，さらにラサロシドの使用濃度

や処理時間を検討することでアミルウージニウム症に対する

治療法を確立できると思われる。 
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